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当WG発足の背景

・ 情報セキュリティ分野の人材不足

・ 大学における人材育成状況

・ 産業界での必要スキルを保有する人材確保

出展：CompTIA http://www.prometric-jp.com/career/backnumber/column0810_67.html#

本調査における「スキルギャップ（＝Gap）」は、「自社の社員は十分なスキルを持つ（＝Proficient）」
の回答パーセンテージから、「このスキルは重要である（＝Important）」の回答パーセンテージの差
分となります。



Copyright (c) 2000-2009   NPO日本ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ協会 Page 3

論点整理

・ 情報セキュリティ教育の講師が偏在

‐教えられる人材が大都市に偏っている

‐地域間格差

・ 教育カリキュラム、テキストの未整備

-対象領域が広く、体系化されたカリキュラム・

テキストが少ない

‐講師にかかる負担が大きい
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当WGの遷移

岡山理科大(特別講義)

遠隔からのライブ講義の実施

経済産業省

「コンピュータセキュリティ早期警
戒態勢の整備事業」の一環として
手引書の作成/公開

情報セキュリティ教育コンテンツの
作成

地方での高度教育の実践

岡山理科大学において、VoD(ビ
デオ)による特別講義の実施

岡山理科大(正式講義)

正規の講義として実施

2006年
「情報セキュリティ教育

実証実験プロジェクトWG」

2007‐2008年
「岡山理科大学遠隔授業

実施WG」

2009年
「情報セキュリティ基本教育

実証WG」



Copyright (c) 2000-2009   NPO日本ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ協会 Page 5

当WGの目的

１）情報セキュリティ基本教育の普及と社会貢献への意識向上

学生の方々に社会でおきているセキュリティ事故が自分自身
の身の回りにも、いつ降りかかるかわからない危険性を認識し
てもらうと共に、講義の中で学んだ情報セキュリティスキルとの
関連を認識してもらうことを目的としています。また情報セキュ
リティスキル習得の重要性およびそのスキルの活用が社会や
企業活動に対して多く貢献することを意識してもらうことも重要
なテーマとして取り組んでいます。
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当WGの目的

２）教育を受ける権利や機会の地域格差是正への取り組み

教育を受ける権利や機会の地域格差があってはなりません
が、分野によっては地域格差があるのもまた現実です。特に情
報セキュリティの分野は歴史が新しいと共に、技術の進歩がと
てつもなく早いために、最新の情報は専門のIT企業に集まり、

地方の学生の方々が最新技術や業界動向などを学ぶことが難
しい傾向があります。当WGでは、その問題点を解決する1つの

方法として、遠隔授業による講義実施を試みています。
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推進メンバーご紹介

濱本 常義（株式会社エネルギア・コミュニケーションズ）

久波 健二（日本アイ・ビー・エム株式会社）

大津 留史郎（日本アイ・ビー・エム株式会社）

河野 省二（株式会社ディアイティ）

長谷川 長一（株式会社ラック）

園田 道夫（サイバー大学）

やすだ なお（JNSA主席研究員 サイバー大学）メンバー

平山 敏弘（日本アイ・ビー・エム株式会社）リーダー
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平成20年度活動実績

情報セキュリティ基本教育を実証するモデルケースとして、昨
年度は岡山理科大学と協業し、東京からの遠隔/ライブ授業を
１２月１１日-１２日の２日間で７講義(７コマ)を実施しました。こ

の講義は履修１単位対象となる実際の講義として実施してい
ます。

1時限目 インターネットセキュリティ概説
2時限目 ウィルスの話
3時限目 情報公開の意味
4時限目 情報セキュリティ事件を始めとする問題提起
5時限目 予防・再発防止策
6時限目 コンピュータの仕組みとセキュリティ
7時限目 情報セキュリティまとめ
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現在実施中の活動

平成２１年度は、岡山理科大学での講義対象を広げ、
履修２単位対象となる半期(６ヶ月)で計１５回の講義を
現在実施中です。

当講義については、先進的な産学連携の取り組みとし
て山陽新聞様の記事にも掲載されました。
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現在実施中
の活動

平成5月22日山陽新聞

夕刊掲載記事
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情報セキュリティ基本教育カリキュラム

第 1回 Webシステムの構成
第 2回 Webシステムのリスク
第 3回 ネットワークの基本技術
第 4回 ネットワークリスク
第 5回 サーバーシステムリスク
第 6回 サーバーシステム設計
第 7回 オペレーティングシステム、基本ソフト
第 8回 アクセス制御、認証/認可
第 9回 アプリケーションサーバーおよびDBサーバー
第10回 Webアプリケーション －正常系/異常系
第11回 各コンポーネント・リスクまとめ
第12回 リスク管理手法 －維持管理
第13回 リスク管理手法 －運用管理
第14回 情報セキュリティ 総まとめ
第15回 定期試験
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今後の活動予定

情報セキュリティ基本教育コンテンツの横展開

ワークショップ、ケーススタディ、演習の実施

遠隔授業の展開

今後は、開発したコンテンツを他の教育機関に対しても横展
開を図っていきたいと考えています。

情報セキュリティ基本教育作成済みコンテンツ
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最後に

情報セキュリティ基本教育の普及にご関心のある教育機関
の方がいらっしゃいましたら、当WGにご連絡下さい。
また当WGでは随時メンバーの募集も行っていますので、

情報セキュリティの普及や教育機関に対しての講義実施な
どの人材育成に興味のある方はご連絡ください。

連絡先 ： WGリーダー 平山 敏弘 toshi-hi@jnsa.org

また以下URL先にWG紹介(JNSA Press第25号)がありま

すので、あわせてご参照ください。
http://www.jnsa.org/jnsapress/vol25/3_WG2.pdf
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